
 

 

 

 

 

登下校時における交通安全 

 いつも本校児童の安全を地域・ご家庭で見守っていただき、ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

  

 しかし、校門で登下校の様子を見守っていると、約半数の児童が左右の確認をせずに横断歩道を渡ってくる場面

を目にします。そこで、１学期末に２年生が学級活動の時間に学習した「登下校時における交通安全」の内容を基に、

全校放送で一斉指導をしました。（７月に続き、２回目の全校放送） 

 

   

    

 

 

   

 

 

 

「左右の確認」「ピタっと一時停止」「チラっと確認（見通しが悪いところで飛び出さない）」「止まってくれたらアイ

コンタクト」と覚えやすい言葉で指導しました。 ぜひ、登下校中の交通安全についてご家庭でも話題にしてみてくだ

さい。                                                                      （資料：警察庁交通局）  
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安全に登下校していますか？ 

 児童 保護者 

安全に登校している ９５％ ７０％ 

安全に登校できていない ５％ ３０％ 

（６月実施アンケートより） 

さて、今回は毎日の登下校時の交

通安全についてです。６月に実施した

アンケートでは、ほとんどの児童が「安

全に登下校している」と思っていること

が分かりました。 

登下校中の事故の多さを知り、地域の写真を見て

どこがどのように危険かを話し合う２年生 

交差点や横断歩道では、一時停止し、自ら左右の

確認を！ 

青信号でも油断せず、周囲の確認を。車だけでは

なく、自転車にも注意が必要！ 


